


































































うと思われる。仲基のもう一つの代表作『翁の文』の自序が成った元文 3 年（1738）11 月に
は、『出定後語』の草稿もほぼできあがっていたことが推定されるが、実際に『出定後語』が


































































































































































































































































































































































4.3 『印度蔵志』十一巻、『印度蔵志稿』四巻  


































































                                                                 
1 『翁の文』第一節。『日本古典文学大系 97・近世思想家集』（岩波書店、1966年）547-548頁を参照。 
2 同上、551-553頁を参照。 
3 同上、553頁を参照。 
4 『翁の文』第 8節を参照。 
5 『日本古典文学大系 97・近世思想家集』554頁を参照。 
6 『日本思想大系 43・富永仲基・山片蟠桃』（岩波書店、1973年）12頁を参照。 
7 同上、105頁を参照。 
8 『翁の文』第 14節から第 16節を参照。 






14 『日本思想大系 43・富永仲基・山片蟠桃』19-20頁を参照。 
15 同上、23頁を参照。 
16 同上、24-25頁を参照。 
17 『日本思想大系 40・本居宣長』（岩波書店、1978年）249頁を参照。 
18 長井真琴校註『出定笑語』（日本先哲叢書六、広文堂書店、1936年）204頁を参照。 
19 柏原祐泉「排仏論の発展」（圭室諦成監修『日本仏教史Ⅲ 近世・近代篇』所収、法蔵館、1967年）100-110
頁を参照。 
20 『出定笑語』その他の平田篤胤の仏教関連の著作の内容については、拙稿「平田篤胤と仏教」（『大倉山
夏季公開講座Ⅱ』所収、1993年 8月、7-31頁）を参照。特に『印度蔵志』については、拙稿「平田篤胤
の『印度蔵志』と仏教研究の意義」（『大倉山論集』三七、1995年 3月、41-75頁。『近世の精神生活』［続
群書類従完成会、1996年 3月、697-734頁］に再録）を参照。 
21 長井真琴校註『出定笑語』13-14頁を参照。 
22 同上、60-61頁を参照。 
23 同上、83-85頁を参照。 
24 同上、132頁を参照。 
25 同上、214-215頁を参照。 
26 同上、250頁を参照。 
27 同上、251頁を参照。 
28 同上、371頁を参照。 
